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海外展開の歴史
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グループ収益
基盤の構築

国内／海外別の売上高推移
グローバル中計を掲げた2015年以降に、海外のトップライン成⾧を加速
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グループ収益
基盤の構築

国内／海外別の営業利益推移
海外事業のボトムラインも赤字から収益の半数を超える事業の柱へ成⾧
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実質初となる、グローバルベース中計を策定
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https://cdn.nissin.com/gr-
documents/versions/2013/news/3110 u pdf 1.pdf? gl=1*16hlgbl* gcl aw*R0NMLjE2NjQ1MTYxODcuQ2p3S0NBandoTldaQmhCX0Vpd0FQemxoTmxHamk0ajJHcW5WU1RZeWV0LVhMeEt5OTRWM3VtU2VLNFhQVzBmbTlHMjVZMlM5dmFndWZCb0NSbUlRQXZEX0J3RQ..& ga=2.14733
7271.1438594336.1664854747-537990441.1621378140& gac=1.219410155.1664516188.CjwKCAjwhNWZBhB EiwAPzlhNlGji4j2GqnVSTYyet-XLxKy94V3umSeK4XPW0fm9G25Y2S9vagufBoCRmIQAvD BwE

中期経営計画 2015
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シンガポール

マルベン

米国

ハンガリ

香港

メキシコ

ドイツ

トルコ

インドネシア

ベトナム

※連結対象会社（予定を含む）を記載

コロンビア

日本

ケニア

マグレブ

フィリピン

グローバル化で海外拠点を急速に展開した直後の状況

ブラジル

中国大陸

インド



失 敗 の 本 質
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失敗の本質

市場が未成熟

市場規模に対し過剰な設備投資

流通チャネルの選択を失敗

RED OCEANにハイスペックで参入

地政学的リスクによる撤退

現地パートナーの選択ミス
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失敗の本質
早い時期（’70~）から海外展開を進めてきたが、国によってはハイクオリティ＆ユニークな製品
を受け入れる条件が整っておらず時期尚早に。今後は所得＆ターゲットを見定め展開していく
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これからのターゲットこれまで ※イメージ

ゼロ市場期 導入期 成⾧期 成熟期

高付加価値めん
食数

時間・経済成⾧
（GDP/ Capita）

過去はゼロ市場期からのエントリーが多かったが、ハイクオリティ
＆ユニークな製品も生活スタイルや所得の「壁」で十数年以上
伸び悩むことも

これまでの
Entry
▼

ゼロ市場期 導入期 成⾧期 成熟期

高付加価値めん
食数

時間・経済成⾧
（GDP/ Capita）

即席めんカテゴリー（袋めん）が一定程度浸透し、かつ
GDP/Capitaが8,000前後になったタイミングで集中投資

GDP/Capita
8,000USDの壁

これからの
ターゲット
▼ 例えば・・・

等ﾒｷｼｺ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ｲﾝﾄﾞ
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世界平均

国別袋めん vs カップめん比率 と 1人あたりGDP
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中国本土

US$ 12,541
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%

82%

香港
36%

64%

韓国

GDP/capita  -
US$33,147

66%

34%
日本

US$33,950
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99%
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36%

64%

米国

US$2,612
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94%
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ベトナム
10%

90

%

フィリピン
18%

82%

タイ

US$ 7,298
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ロシア

US$ 13,006
52

%

48

%

U.K.

国の成⾧・ライフスタイル変化により、袋麺からカップ麺へニーズがシフト
（GDP/Capitaが8,000ドルを超えるとカップ麺が主流に） Overseas Business

カップ麺
袋麺

US$ 48,913

US$ 10,413

US$ 80,412

US$ 51,168

US$ 13,804

US$ 4,316
US$ 3,859

当社の連結子会社所在国

当社の持分法適用会社所在国
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